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表紙：王城山神社春祭り神楽（林地区）
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　町
民
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
す
か
。
去
る
６
月
、
定
例
議

会
が
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
行
政

報
告
３
件
、
発
議
４
件
、
議
案
10

件
、
決
算
認
定
２
件
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
地
球
上
で
は
紛

争
、
争
議
に
て
生
命
財
産
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
時
折
自
然

災
害
な
ど
予
期
で
き
な
い
事
象

が
発
生
、
事
件
事
故
も
多
く
感
じ

ま
す
。
自
治
体
で
も
町
長
を
先
頭

に
執
行
部
で
も
様
々
な
施
策
を

講
じ
て
お
り
ま
す
。
町
議
会
に
お

い
て
も
是
々
非
々
に
て
対
応
し

て
参
り
ま
す
由
、
何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　
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広報委員

谷川俊太郎プロジェクトコンサート

浅間山ジオパーク推進協議会第10回通常総会

浅間山北麓ジオパーク

第10回通常総会記念講演会

小口資金等融資審査会

長野原町議会全員協議会

令和６年５月第２回長野原町議会臨時会

長野原町ソフトテニスクラブ会長杯中学生大会

上信自動車道建設促進期成同盟会監事監査

長野原町老人クラブ連合会令和６年度総会

群馬県未来構想フォーラム

長野原町老人クラブ連合会ゲートボール大会

令和６年度　長野原町文化協会総会

吾妻郡町村議会議長会定例総会

吾妻郡町村議会議長会情報交換会

浅間ミーティングクラブ第87回ミーティング

令和６年度町村議会議長・副議長研修会

議会運営委員会

吾妻林業振興協会　監査

令和６年度長野原町手をつなぐ育成会総会

並びに意見交換会

令和６年度「国道146号軽井沢バイパス建設等

期成同盟会」総会

吾妻振興局懇談会

群馬県町村議会議長会理事会

群馬県町村議会議長会臨時総会

町村議会議長・事務局長研修会

あがつま農業協同組合第32回通常総代会

北軽井沢観光協会第53回通常総会

2日
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10日

12日

13日

14日

16日

19日

21日

22日
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30日

新議員勉強会

長野原町議会全員協議会

令和６年６月第２回長野原町議会定例会（初日）

吾妻郡租税教育推進協議会定期総会

令和６年６月第２回長野原町議会定例会(２日目)

長野原町シルバー人材センター通常総会

第２回北軽井沢連絡会議

関東町村議会議長会会長会議懇談会

吾妻郡消防ポンプ操法競技大会

西吾妻環境衛生施設組合議会第１回臨時会

第２回西吾妻福祉病院組合管理運営協議会

第１回西吾妻福祉病院組合議会臨時会

にしあがつま福祉会評議員会

吾妻広域町村圏振興整備組合議会第１回臨時会

吾妻郡林業振興協会総会

吾妻郡郷土緑化推進委員会通常総会

2日

4日

12日

14日

17日

19日

20日

23日

24日

25日

５月

６月

町民グラウンドゴルフ大会

リビングストン市からのホームステイ歓迎会

広報編集委員会

群馬県町村議会議長会理事会

群馬県町村議会議長会役員懇談会

第74回利根川治水同盟治水大会

◇＊◆＊◇＊◆＊◇＊◆＊◇　以下：予定　◇＊◆＊◇＊◆＊◇＊◆＊◇

11日

12日

26日

30日

７月

議会の主な活動
　議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

議会の主な活動
　議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

表紙の写真
５月５日に林地区で行われた王城山神社春祭り神楽の様子です。
（撮影：星河明彦議員）



５月臨時会・６月定例会で

こんなことがきまりました

５月臨時会・６月定例会

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０３ ２

専決処分   　　　　　………　２件

財産取得   　　　　　………　１件

条例改正   　　　　　………　１件

工事請負契約   　　　………　１件

合　　計   　　　　　………　５件

主なものを当㌻より掲載します。

行政報告　　　　　　………　３件

発議　　　　　　　　………　４件

条例改正　　　　　　………　３件

補正予算　　　　　　………　５件

事業会計決算認定　　………　２件

その他　　　　　　　………　２件

合　　計　　　　　　……　１９件

○５月臨時会（会期5/10） ○６月定例会（会期6/4ｰ14）

　６
月
定
例
会
で
は
行
政

報
告
３
件
、
発
議
４
件
、

条
例
改
正
３
件
、
各
会
計

補
正
予
算
５
件
な
ど
全
19

議
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
（
認
定
）
し
ま
し
た
。

　定
例
会
初
日
に
は
令
和

５
年
度
２
企
業
会
計
（
浅

間
高
原
水
道
事
業
会
計
・

北
軽
井
沢
簡
易
水
道
事
業

会
計
）
の
決
算
認
定
が
行

わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
両

会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し

た
。 ６

月
定
例
会
で

全
案
件
可
決
・
認
定

　令
和
６
年
６
月
第
２
回
長
野
原
町
議
会
定
例
会
は
、

会
期
を
６
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
の
11
日
間
と
し
て
、

同
月
４
日
・
14
日
に
本
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

企
業
会
計
決
算
な
ど

全
19
議
案
可
決

承
　
認

議
　
案

令和6年能登半島地震の被災者に係る特例措置規
定及び令和６年度分個人住民税の特別税額控除に
係る規定の追加などに対応するため一部改正する
もの

専決処分の承認
（国民健康保険税条例の一部改正）

専決処分の承認（税条例の一部改正）

財産の取得（除雪ドーザーの購入）

小口資金融資促進条例の一部改正

工事請負契約の締結（応桑小学校改修工事）

課税限度額を106万円（令和5年度は104万円）及び
軽減対象となる所得基準を引き上げるため一部改
正するもの

町が所有する除雪車のうち、老朽化が著しい2台に
ついて更新するもの

中小企業者の返済負担軽減のため、借り換え制度
を引き続き継続し、資金繰りを支援するため条例改
正するもの

空き校舎となった応桑小学校を利活用するため、改
修整備を実施するもの

4

ー

4

関連㌻議案番号 議　案　名 内　　容

■５月臨時会で可決した議案一覧

　ま
た
、
５
月
20
日
ま
で

に
受
理
さ
れ
た
請
願
・
陳

情
４
件
は
定
例
会
初
日
に

各
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

採
択
２
件
、
一
部
採
択
１

件
、
不
採
択
１
件
と
な
り

ま
し
た
。
（
関
連
８
㌻
）

　な
お
、
定
例
会
２
日
目

に
は
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
議
員
５
名
が
登
壇
し

ま
し
た
。
（
関
連
10
㌻
～

15
㌻
）

1号

２号

1号

2号

3号

報
告

発
　
議

認
定

議
　
　
　
　
　
　
案

今年度に繰り越す一般会計・浅間高原水道事業会計
・北軽井沢簡易水道事業会計繰越明許費について
報告するもの

令和5年度一般会計・2事業会計予算繰越明許費繰
越計算書の報告

地方自治法の一部改正に伴い議会に係る手続きのオ
ンライン化に対応するため改正（制定）するもの

議会委員会条例の一部改正

議会会議規則の一部改正

個人情報の保護に関する法律施行規則の一部改正
に伴い改正するもの

長野原町議会会議規則に係る情報通信技術の活
用に関する規程制定

議会の個人情報の保護に関する条例施行規程の一
部改正

土地賃貸借契約の地位承継を鹿島軽井沢リゾート㈱
から鹿島建設㈱に行うもの

処理する事務に変更が生じることから、規約の変更
を行うもの

土地賃貸借契約の地位の承継に関する合意書

群馬県後期高齢者医療広域連合の規約変更に関す
る協議

資源化ごみ等の持ち去り行為を禁止するため、条例
改正するもの

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正

令和6年8月1日より、ひとり親・両親のいない18歳未
満の子どもがいる家庭について、所得制限を撤廃す
るため改正するもの

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

固定資産税の課税減免適用期限が3年間延長された
ことに伴い条例改正するもの

過疎対策のための固定資産税の課税の特例に関す
る条例の一部改正

歳入歳出予算の総額に6431万6千円を加え、総額を
49億1810万1千円とする

歳入歳出予算の総額に89万9千円を加え、総額を
7億3770万6千円とする

令和6年度一般会計補正予算（第1号）

令和6年度国民健康保険特別会計補正予算
（第1号）

歳入歳出予算の総額に19万6千円を加え、総額を
1億1295万8千円とする

収益的収入支出の合計額に765万3千円を加え、合計
額を2億7161万9千円とし、資本的支出に465万3千円
を追加し、不足する資本的収入は過年度分損益勘定
留保資金等で補填する

令和6年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第1号）

令和6年度水道事業会計補正予算（第1号）

収益的収入支出の合計額に12万4千円を加え、
合計額を4億6076万7千円とする

令和5年度浅間高原水道・北軽井沢簡易水道事業会
計決算を認定するもの

令和6年度下水道事業会計補正予算（第1号）

令和5年度2事業会計決算認定
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６月定例会（各会計補正予算）

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０５ ４BYODとは？

⇒会社や学校等で、従業員や学生が、個人で所有する端末を利用すること

※（千円以下切捨）

条例改正・契約・行政報告

補正
予算

支
援
拡
充

　令
和
６
年
８
月
１
日
よ
り
、

ひ
と
り
親
及
び
両
親
の
い
な

い
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
い

る
家
庭
に
つ
い
て
、
所
得
税

３
万
円
以
下
で
あ
る
所
得
制

限
を
撤
廃
す
る
も
の
で
す
。

条例
改正

ひ
と
り
親
・
両
親
の
い
な
い

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭

応
桑
小
学
校

改
修
工
事

　応
桑
小
学
校
改
修
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　今
年
３
月
に
閉
校
し
、
空

き
校
舎
と
な
っ
た
応
桑
小
学

校
を
利
活
用
す
る
た
め
、
改

修
整
備
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。

契約

■工事請負契約

長野原町・応桑小学校
改修工事

1億4850万円

㈱グランドリサーチ竹内組
代表取締役　竹内春三

工 事 名

契約金額

契 約 先

繰
越
事
業
経
費

報
告
受
け
る

　６
月
議
会
定
例
会
初
日

（
４
日
）
に
令
和
５
年
度
一

般
会
計
予
算
及
び
２
事
業
会

計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
が
上
程
さ
れ
、
令
和
６

年
度
に
繰
り
越
す
事
業
経
費

な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

行政
報告

■令和５年度各会計繰越明許費

繰越額（合計）会計名 主な事業

9890万5千円一般会計
橋梁維持事業
（計７事業）

155万7千円
浅間高原水道
事業会計

量水器
法定交換工事

198万8千円
北軽井沢簡易
水道事業会計

量水器
法定交換工事

除
雪
ド
ー
ザ
ー

２
台
取
得

　雪
に
よ
る
町
道
の
除
雪
作

業
を
安
全
か
つ
迅
速
に
行
う

た
め
、
町
が
所
有
す
る
除
雪

車
の
う
ち
、
老
朽
化
が
著
し

い
２
台
に
つ
い
て
更
新
す
る

も
の
で
す
。

財産
取得

■取得する財産

除雪ドーザー２台

2596万円

北関東TCM㈱前橋営業所
所長　猪熊　学

取得する財産

取 得 金 額

契約の相手方

補正額

89万円

19万円

特別会計名

国民健康保険

後期高齢者医療

補正後総額

7億3770万円

1億1295万円

会計名

765万円

765万円

459万円

465万円

12万円

12万円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

2億7161万円

2億7161万円

2475万円

8691万円

4億6076万円

4億6076万円

補正額  補正後総額

水道
事業会計

下水道
事業会計

■特別会計補正予算一覧表（６月定例会)

■公営企業会計補正予算一覧表（６月定例会)

令和６年度以降 会計名 令和５年度 会計名

簡易水道事業特別会計

北軽井沢簡易水道事業会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

■地方公営企業法適用に伴い変更されました

水道事業会計

下水道事業会計

令
和
６
年
度

　一
般
会
計

　
　（
第
１
号
）

6431万6千円
増 額

高
校
生
へ
の
支
援
拡
充

《
全
員
一
致
で
可
決
》

　主
な
内
容
は
、
今
年
度
の
高
等
学
校
入
学
生
か
ら
パ
ソ
コ

ン
等
の
端
末
を
各
自
で
購
入
し
て
学
校
に
持
ち
込
む
Ｂ
Ｙ
Ｏ

Ｄ
方
式
と
な
り
、
群
馬
県
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
世
帯
に

対
し
て
経
済
的
負
担
を
考
慮
し
補
助
を
行
う
も
の
な
ど
で

す
。

質
疑
応
答

　
　
　杉
崎
議
員

　通
学

　
　
　支
援
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
、
通
学
支
援
が

始
ま
っ
た
理
由
は
、
朝
、

高
校
生
を
駅
ま
で
送
迎
が

大
変
な
た
め
バ
ス
を
運
行

し
て
ほ
し
い
。
と
い
う
要

望
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

補
助
金
を
出
し
て
も
根
本

の
解
決
に
は
な
ら
な
い
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
解
決
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　教
育
課
長

　通
学

　
　
　支
援
バ
ス
の
実
証

実
験
を
行
い
、
利
用
者
の

把
握
を
行
な
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
環

境
に
応
じ
て
、
バ
ス
を
３

便
運
行
す
る
こ
と
が
不
可

能
な
た
め
（
１
日
１
便
３

万
３
千
円
、
年
間
約
２
０

０
日
運
行
す
る
と
想
定
す

る
と
６
６
０
万
円
）
朝
の

通
学
支
援
に
見
合
っ
た
分

を
補
助
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
後
、
お
子
様
の
い
る
世

帯
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
検
討
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

住民税課税世帯等に

高校生等端末購入補助金

１人あたり５万円を補助

１人あたり

月額５千円を補助

補正額　200万円

応桑・北軽井沢の自宅から通学する高校生に

通学支援事業補助金

補正額　420万円

※非課税世帯については、群馬県より

支援金が給付されます。
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条例改正

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０ ６

５月・６月全員協議会の内容を紹介します

向
で
あ
っ
た
が
、
過
去
最
高
を
記

録
し
た
施
設
も
複
数
あ
り
、
明
る

い
話
題
も
出
て
き
た
と
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　
　
　星
河
議
員

　八
ッ
場
エ
リ

　
　
　ア
の
周
遊
バ
ス
の
運
行
も

始
ま
っ
た
の
で
、
各
施
設
間
で
連

携
で
き
る
よ
う
町
が
主
導
し
検
討

会
を
開
催
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　未
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課
長

　
　
　周
遊
バ
ス
開
業
に
よ
り
お

客
様
の
流
れ
に
変
化
が
あ
り
、
そ

の
あ
た
り
の
情
報
交
換
や
つ
な
カ

ン
が
主
催
し
行
っ
て
い
る
会
も
含

め
、
町
で
も
積
極
的
に
参
加
し
、

八
ッ
場
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
つ
い

て
考
え
て
行
き
た
い
。

　
　

【
報
告
事
項
・
そ
の
他
】

〇
応
桑
小
学
校
改
修
工
事
に
つ
い
て

　学
校
統
合
に
伴
い
、
今
年
３
月

に
閉
校
し
、
空
き
校
舎
と
な
っ
た

応
桑
小
学
校
の
利
活
用
の
た
め
、

改
修
整
備
を
実
施
す
る
。
工
事
内

容
は
、
手
狭
に
な
っ
て
い
る
診
療

所
の
移
転
を
始
め
、
院
外
薬
局
や

地
元
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
売
店

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

を
備
え
た
複
合
施
設
の
整
備
で
、

地
域
の
方
々
や
そ
こ
に
訪
れ
る

方
々
に
愛
さ
れ
る
拠
点
と
な
る
よ

う
整
備
を
行
っ
て
い
く
と
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

〇
各
地
域
振
興
施
設
の
運
営
状
況

に
つ
い
て

　

　八
ッ
場
ダ
ム
関
連
事
業
に
よ
り

整
備
し
た
、
各
地
区
の
地
域
振
興

施
設
は
、
昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法

の
位
置
づ
け
が
５
類
感
染
症
と

な
っ
た
以
降
、
全
国
的
に
観
光
客

が
戻
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
入
り
込

み
状
況
が
昨
年
度
と
同
程
度
の
傾

○
西
吾
妻
福
祉
病
院
の
経
過
に
つ

い
て

　旅
行
者
及
び
別
荘
利
用
者
増
加

の
影
響
も
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化

や
医
師
不
足
な
ど
、
地
域
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
引
き
続
き
努
力
し

て
い
く
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

○
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　全
国
各
地
で
、
資
源
化
ご
み
等

の
持
ち
去
り
事
案
が
多
発
し
て
お

り
、
そ
の
持
ち
去
り
行
為
を
禁
止

と
し
、
改
正
後
に
は
看
板
設
置
等

を
実
施
し
抑
止
に
繋
げ
る
た
め
の

改
正
を
す
る
と
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

し
て
い
な
い
方
に
も
閲
覧
可
能
と

な
っ
て
い
る
。ま
た
、
チ
ケ
ッ
ト
購

入
窓
口
は
役
場
町
民
生
活
課
窓
口

一
か
所
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
、
購
入
窓
口
拡
充
に
つ
い
て
は

利
用
開
始
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　星
河
議
員

　チ
ケ
ッ
ト
の

　
　
　転
売
防
止
策
と
本
人
確
認

方
法
は
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　販
売
の

　
　
　際
に
チ
ケ
ッ
ト
の
表
面
に

氏
名
、
住
所
な
ど
を
記
入
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員

さ
ん
に
確
認
い
た
だ
く
。
乗
車
の

際
に
保
険
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
提
示
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　土
屋
議
員

　不
適
正
利
用

　
　
　に
つ
い
て
想
定
は
し
て
い

る
か
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　町
内
か

　
　
　ら
介
護
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
て
県
外
の
病
院
ま
で
往
復
す
る

よ
う
な
方
も
お
り
、
か
な
り
高
額

な
利
用
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
方
に
配
慮
し
て
利
用

○
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
に
つ

い
て

　「
な
が
の
は
ら
ま
ち
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
」
を
７
月
１
日
よ
り
実

施
す
る
。
福
祉
バ
ス
や
外
出
支
援

バ
ス
と
併
せ
て
こ
の
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
通
院
や
買
い

物
等
の
移
動
手
段
が
増
え
、
ま
た
、

高
齢
者
等
で
ま
だ
運
転
で
き
る
方

で
も
利
用
し
や
す
く
、
安
心
安
全

に
外
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　

　
　
　湯
本
議
員

　事
業
開
始
に

　
　
　あ
た
り
チ
ラ
シ
が
配
布
さ

れ
た
が
、
別
荘
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に

お
住
ま
い
の
方
な
ど
へ
の
周
知
は

で
き
て
い
る
の
か
。ま
た
、
チ
ケ
ッ

ト
購
入
窓
口
の
拡
充
を
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　周
知
の

　
　
　方
法
つ
い
て
は
、
広
報
な

が
の
は
ら
６
月
号
や
町
公
式
ア
プ

リ
へ
掲
載
し
て
い
る
。
区
に
所
属

上
限
を
設
け
て
い
な
い
。た
だ
、
不

適
正
と
思
わ
れ
る
利
用
に
つ
い
て

は
、
福
祉
の
観
点
で
利
用
し
て
ほ

し
い
事
業
の
た
め
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
節
度
あ
る
利
用
を
お
願
い
し
た

い
。

７　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０

▲ 旧応桑小学校舎 ▲ ６月全員協議会

質
疑
応
答

質
疑
応
答

　令
和
６
年
７
月
１
日
よ
り
、
地

域
公
共
交
通
計
画
の
一
環
と
し
て
、

高
齢
者
・
障
害
者
を
対
象
に
町
内

で
の
乗
車
ま
た
は
降
車
に
限
り
、

ご
利
用
い
た
だ
け
る
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
を
開
始
い
た
し
ま

す
。

▼
対
象
者

　長
野
原
町
に
住
民
登
録
が
あ
る

・
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
65
歳
以
上
の
方

　な
ど

▼
購
入
方
法

　役
場
町
民
生
活
課
窓
口
に
て
、

申
請
書
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

　購
入
を
希
望
の
方
は
、
身
分
証

明
書
（
保
険
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
）
や
障
害
者
手
帳
（
お

持
ち
の
方
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
内
容

　１
枚
１
千
円
分
の
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト 

・
50
枚
綴
り
１
冊

　
　

…

１
万
円
（
５
万
円
分
）

・
25
枚
綴
り
１
冊

　
　

…

５
千
円
（
２
万
５
千
円
分
）

※

一
度
に
購
入
で
き
る
の
は
２
冊

ま
で

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
が

始
ま
り
ま
す
！

▲タクシーチケットについて詳しくは
　こちらをご覧ください



条例改正

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０ ６

５月・６月全員協議会の内容を紹介します

向
で
あ
っ
た
が
、
過
去
最
高
を
記

録
し
た
施
設
も
複
数
あ
り
、
明
る

い
話
題
も
出
て
き
た
と
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　
　
　星
河
議
員

　八
ッ
場
エ
リ

　
　
　ア
の
周
遊
バ
ス
の
運
行
も

始
ま
っ
た
の
で
、
各
施
設
間
で
連

携
で
き
る
よ
う
町
が
主
導
し
検
討

会
を
開
催
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　未
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課
長

　
　
　周
遊
バ
ス
開
業
に
よ
り
お

客
様
の
流
れ
に
変
化
が
あ
り
、
そ

の
あ
た
り
の
情
報
交
換
や
つ
な
カ

ン
が
主
催
し
行
っ
て
い
る
会
も
含

め
、
町
で
も
積
極
的
に
参
加
し
、

八
ッ
場
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
つ
い

て
考
え
て
行
き
た
い
。

　
　

【
報
告
事
項
・
そ
の
他
】

〇
応
桑
小
学
校
改
修
工
事
に
つ
い
て

　学
校
統
合
に
伴
い
、
今
年
３
月

に
閉
校
し
、
空
き
校
舎
と
な
っ
た

応
桑
小
学
校
の
利
活
用
の
た
め
、

改
修
整
備
を
実
施
す
る
。
工
事
内

容
は
、
手
狭
に
な
っ
て
い
る
診
療

所
の
移
転
を
始
め
、
院
外
薬
局
や

地
元
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
売
店

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

を
備
え
た
複
合
施
設
の
整
備
で
、

地
域
の
方
々
や
そ
こ
に
訪
れ
る

方
々
に
愛
さ
れ
る
拠
点
と
な
る
よ

う
整
備
を
行
っ
て
い
く
と
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

〇
各
地
域
振
興
施
設
の
運
営
状
況

に
つ
い
て

　

　八
ッ
場
ダ
ム
関
連
事
業
に
よ
り

整
備
し
た
、
各
地
区
の
地
域
振
興

施
設
は
、
昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法

の
位
置
づ
け
が
５
類
感
染
症
と

な
っ
た
以
降
、
全
国
的
に
観
光
客

が
戻
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
入
り
込

み
状
況
が
昨
年
度
と
同
程
度
の
傾

○
西
吾
妻
福
祉
病
院
の
経
過
に
つ

い
て

　旅
行
者
及
び
別
荘
利
用
者
増
加

の
影
響
も
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化

や
医
師
不
足
な
ど
、
地
域
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
引
き
続
き
努
力
し

て
い
く
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

○
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　全
国
各
地
で
、
資
源
化
ご
み
等

の
持
ち
去
り
事
案
が
多
発
し
て
お

り
、
そ
の
持
ち
去
り
行
為
を
禁
止

と
し
、
改
正
後
に
は
看
板
設
置
等

を
実
施
し
抑
止
に
繋
げ
る
た
め
の

改
正
を
す
る
と
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

し
て
い
な
い
方
に
も
閲
覧
可
能
と

な
っ
て
い
る
。ま
た
、
チ
ケ
ッ
ト
購

入
窓
口
は
役
場
町
民
生
活
課
窓
口

一
か
所
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
、
購
入
窓
口
拡
充
に
つ
い
て
は

利
用
開
始
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　星
河
議
員

　チ
ケ
ッ
ト
の

　
　
　転
売
防
止
策
と
本
人
確
認

方
法
は
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　販
売
の

　
　
　際
に
チ
ケ
ッ
ト
の
表
面
に

氏
名
、
住
所
な
ど
を
記
入
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員

さ
ん
に
確
認
い
た
だ
く
。
乗
車
の

際
に
保
険
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
提
示
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　土
屋
議
員

　不
適
正
利
用

　
　
　に
つ
い
て
想
定
は
し
て
い

る
か
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　町
内
か

　
　
　ら
介
護
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
て
県
外
の
病
院
ま
で
往
復
す
る

よ
う
な
方
も
お
り
、
か
な
り
高
額

な
利
用
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
方
に
配
慮
し
て
利
用

○
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
に
つ

い
て

　「
な
が
の
は
ら
ま
ち
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
」
を
７
月
１
日
よ
り
実

施
す
る
。
福
祉
バ
ス
や
外
出
支
援

バ
ス
と
併
せ
て
こ
の
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
通
院
や
買
い

物
等
の
移
動
手
段
が
増
え
、
ま
た
、

高
齢
者
等
で
ま
だ
運
転
で
き
る
方

で
も
利
用
し
や
す
く
、
安
心
安
全

に
外
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　

　
　
　湯
本
議
員

　事
業
開
始
に

　
　
　あ
た
り
チ
ラ
シ
が
配
布
さ

れ
た
が
、
別
荘
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に

お
住
ま
い
の
方
な
ど
へ
の
周
知
は

で
き
て
い
る
の
か
。ま
た
、
チ
ケ
ッ

ト
購
入
窓
口
の
拡
充
を
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　周
知
の

　
　
　方
法
つ
い
て
は
、
広
報
な

が
の
は
ら
６
月
号
や
町
公
式
ア
プ

リ
へ
掲
載
し
て
い
る
。
区
に
所
属

上
限
を
設
け
て
い
な
い
。た
だ
、
不

適
正
と
思
わ
れ
る
利
用
に
つ
い
て

は
、
福
祉
の
観
点
で
利
用
し
て
ほ

し
い
事
業
の
た
め
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
節
度
あ
る
利
用
を
お
願
い
し
た

い
。

７　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０

▲ 旧応桑小学校舎 ▲ ６月全員協議会

質
疑
応
答

質
疑
応
答

　令
和
６
年
７
月
１
日
よ
り
、
地

域
公
共
交
通
計
画
の
一
環
と
し
て
、

高
齢
者
・
障
害
者
を
対
象
に
町
内

で
の
乗
車
ま
た
は
降
車
に
限
り
、

ご
利
用
い
た
だ
け
る
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
を
開
始
い
た
し
ま

す
。

▼
対
象
者

　長
野
原
町
に
住
民
登
録
が
あ
る

・
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
65
歳
以
上
の
方

　な
ど

▼
購
入
方
法

　役
場
町
民
生
活
課
窓
口
に
て
、

申
請
書
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

　購
入
を
希
望
の
方
は
、
身
分
証

明
書
（
保
険
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
）
や
障
害
者
手
帳
（
お

持
ち
の
方
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
内
容

　１
枚
１
千
円
分
の
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト 

・
50
枚
綴
り
１
冊

　
　

…

１
万
円
（
５
万
円
分
）

・
25
枚
綴
り
１
冊

　
　

…

５
千
円
（
２
万
５
千
円
分
）

※

一
度
に
購
入
で
き
る
の
は
２
冊

ま
で

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
が

始
ま
り
ま
す
！

▲タクシーチケットについて詳しくは
　こちらをご覧ください



６月定例会（請願・陳情）６月定例会（請願・陳情）

 

６月定例会（企業会計決算認定）

■令和５年度各事業会計決算概要（消費税込・千円未満切捨）

■各水道事業の給水区域図

　（浅間高原水道・北軽井沢簡易水道）

　令
和
５
年
度
浅
間
高
原
水

道
事
業
・
北
軽
井
沢
簡
易
水

道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
。
（
６
月
４
日
・
定

例
会
）

　浅
間
高
原
水
道
は
給
水
区

域
内
が
全
て
別
荘
地
と
特
殊

な
事
情
の
中
、
効
率
的
な
管

理
運
営
に
努
め
、
北
軽
井
沢

簡
易
水
道
の
両
会
計
と
も
純

利
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　今
後
の
水
道
事
業
で
は
、

老
朽
化
し
た
施
設
や
管
路
の

再
編
・
更
新
な
ど
へ
の
対
応

に
多
額
の
資
金
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
効
率
的

な
事
業
推
進
や
費
用
削
減
に

努
め
事
業
経
営
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
６
年
度
よ

り
、
４
特
別
会
計
（
簡
易
水

道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事

業
・
公
共
下
水
道
事
業
・
浄

化
槽
整
備
事
業
）
に
地
方
公

営
企
業
法
を
適
用
し
、
財
務

諸
表
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
経
営
成
績
を
適
切
に
把

握
し
、
今
後
の
経
営
方
針
や

効
率
的
な
運
営
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

企業会計名 決算額 前年度決算額 前年度比

企業会計名 決算額 前年度決算額 前年度比

浅間高原

水道

北軽井沢

簡易水道

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

4759万1千円

3585万5千円

305万4千円

1643万円

6915万1千円

6437万円

751万3千円

3399万7千円

4425万2千円

3478万8千円

0

505万3千円

6776万6千円

6677万6千円

68万6千円

1045万5千円

107.5%

103.1%

　―

325.1%

102.0%

96.4%

1094.2%

325.2%

決算
認定

２
水
道
事
業

経
営
状
況
良
化

■事業の業務量

給水人口

給水戸数

年間配水量

浅間高原水道

１，６５１人

１，０３０戸

１４０，５６８㎥

北軽井沢簡易水道

２，５９７人

１，９７６戸

９８０，３８０㎥

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０９ ８

　５月20日までに受理された請願・陳情は６月議会定例会

（４日）に各常任委員会へ付託され、審議されました。（詳

細下表）

■請願・陳情の審査結果一覧（総務文教常任委員会付託分）

政府に「現行の健康保険証の存続を求
める意見書」を提出することを求める
請願

件　　　　名

不採択

結　果

1号

受理番号

憲法を生かす
吾妻連絡会共同代表

原沢今朝司
鏑木　澄雄

提　出　者

牧山　明　議員

紹介議員

■請願・陳情の審査結果一覧（産業建設常任委員会付託分）

町道大屋原１号線における舗装補修について

国道146号線歩道から町道9-25号線道路補修及びグリーンベ
ルト設置について

件　　　　名

採択
（年次計画で対応）

採択

結　果

2号

3号

受理番号

北軽井沢区長
松田　偉太朗

応桑区長
都丸　斉

御所平地内町道9-32号線・町道9-34号線道路補修について

・町道9-32号線　
　一部採択（経過観察）

・町道9-34号線　
　採択

4号
応桑区長
都丸　斉

提　出　者

令和６年度
群馬県総合表彰を受賞
　令和６年５月15日（水）、群馬県総合表彰の表

彰式が群馬会館で開かれ、地方自治の分野におけ

るこれまでのご功績が認められ、本町議会より浅

沼議員が受賞されました。大変おめでとうござい

ます。

▲表彰の伝達

※資本的収入支出は老朽管布設替工事実施に伴う投資額の増

※

※

※
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算
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。
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。
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と
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と

信
じ
て
い
る
。

　
　
　
C
S
が
今
年
度
か
ら

　
　
　
始
ま
り
、
子
供
達
の

生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
た
。
た
だ
、
そ

の
子
供
達
を
教
え
る
大
人
達

に
生
き
る
力
が
あ
る
か
は
疑

問
が
残
る
。
子
供
が
い
く
ら

生
き
る
力
を
身
に
付
け
よ
う

と
し
て
も
、
そ
れ
を
教
え
る

大
人
が
代
わ
り
映
え
し
な
い

価
値
観
で
あ
っ
た
り
、
旧
態

依
然
と
し
た
考
え
・
意
識
の

ま
ま
だ
っ
た
ら
、
あ
ま
り
意

　
　
　
人
口
戦
略
会
議
の
分

　
　
　
析
に
よ
る
と
、
我
が

町
を
含
む
県
内
20
の
市
町
村

は
い
ず
れ
消
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
早
急
に
人
口
減
少

対
策
を
施
す
必
要
が
あ
る
。

そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
町
全

体
の
生
き
る
力
を
育
ん
で
い

く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
昨
年

伺
っ
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

（
以
下
C
S
）
が
始
ま
り
、
年

少
人
口
の
生
き
る
力
を
育
む

土
壌
は
出
来
上
が
り
つ
つ
あ

る
が
、
大
人
の
そ
れ
は
見
受

け
ら
れ
な
い
。
年
少
人
口
の

み
な
ら
ず
生
産
年
齢
人
口
及

び
老
年
人
口
に
対
す
る
生
き

る
力
を
育
む
施
策
は
。

　
　
　
町
長
　
長
野
原
町
の

　
　
　
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
、

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
町

民
の
活
力
、
或
い
は
す
べ
て
の

世
代
の
生
き
る
力
を
育
む
こ

味
が
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
何

か
物
事
を
教
え
る
た
め
に
は
、

現
在
進
行
形
で
、
大
人
が
多

く
の
こ
と
を
学
び
、
そ
し
て

何
か
に
挑
戦
す
る
姿
を
見
せ

る
の
が
一
番
。
有
名
大
学
を
は

じ
め
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
C
S
は
子
供

　
　
　
た
ち
の
生
き
る
力
を

育
む
も
の
だ
け
で
は
な
い
。

C
S
に
参
加
す
る
こ
と
で
生

き
る
力
を
見
出
す
大
人
達
も

い
る
と
思
う
。
教
育
と
、
Ｄ
Ｘ

そ
し
て
脱
炭
素
の
3
つ
に
挑

戦
す
る
こ
と
で
、
必
ず
多
く

の
町
民
が
生
き
る
力
を
見
出

せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
信

じ
て
い
る
。 

　
　
　
大
人
が
夢
や
目
標
を

　
　
　
持
っ
て
、
日
々
精
進

し
て
い
る
姿
を
見
せ
る
こ
と

が
町
全
体
の
生
き
る
力
を
育

む
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

子
供
た
ち
に
指
導
・
教
育
す

る
我
々
大
人
が
、
受
け
身
に

な
ら
ず
に
、
変
化
を
前
向
き

に
と
ら
え
て
、
新
し
い
未
来

を
構
想
し
、
実
現
し
て
い
く

よ
う
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、

活
路
を
見
出
し
、
自
分
の
こ

と
を
信
じ
て
前
に
進
ん
で
い

け
る
力
が
「
生
き
る
力
」
。
そ

れ
を
育
む
素
地
は
教
育
に
あ

る
。

　
人
口
減
少
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
は
大
人
の
学
び
直
し
に
あ

る
と
思
う
。

　
　
　
町
長
　
大
人
が
、
受

　
　
　
け
身
で
は
な
く
て
変

化
を
前
向
き
に
と
ら
え
て
行

動
し
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｘ

の
考
え
が
大
き
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
に
関
し
て
、
簡

単
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
を
行
政
が
用
意
を
し
て
い

く
こ
と
は
、
非
常
に
大
切
だ

と
思
う
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
を
町
全
体
で
醸
成
し
て
い

き
た
い
。

　
３
つ
の
未
来
へ
の
挑
戦
を

今
後
活
か
し
て
い
け
ば
生
き

る
力
は
育
ま
れ
て
い
く
と
思

う
。

問う考えを町の町の町の

一般質問

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

あなたも議会を傍聴しませんかあなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

９月次
回
定
例
会

 5 日（木）
１2日（木）
１9日（木）

　議会定例・臨時会の様子はどなたでも傍

聴することができます。

　傍聴される方は、議会開催日に直接議場

までお越しください。受付簿に氏名など必

要事項を記入の上、傍聴してください。予

約は不要で会議中の入退室も自由です。

１１　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０

一
般
質
問
と
は
。

 

議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行

機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行

状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ

す
こ
と
。
報
告
や
説
明
を
求

め
る
こ
と
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
５
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
人
口
減
少
対

策
や
消
防
団
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
え

を
要
約
し
た
内
容
（
11
㌻
か

ら
15
㌻
）
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

（11㌻）

（12㌻）

（13㌻）

（14㌻）

（15㌻）

杉崎　能久　議員

星河　明彦　議員

牧山　　明　議員

浅沼　克行　議員

湯本　宗一　議員

すぎざき

　　　　　　　

ほしかわ

　　　

まきやま

　　　　

あさぬま

ゆもと

よしひさ

　　　　　　　

あきひこ

　　　

　　あきら

　　　　

かつゆき

そういち

・人口減少対策のポイントについて

・長野原町の未来のために

　伝統行事の保護・継承及び自然環境の保護について

・消防団員の人員確保と消防団の今後の

　あり方について

・町の小規模事業者の経営と商工会活動に

　支援強化を

・各種予防接種費用の支払い手続き

　簡素化について

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

人口減少対策のポイント
　　　　　　　　について

「
生
き
る
力
を
育
む
」町
を

町
民
の
皆
様
と
共
に
創
っ
て
い
く

杉崎　能久　議員
すぎざき よしひさよしひさ

リカレント教育とは

⇒学校教育から離れた後も生涯にわたって学び続け、必要に

　応じて就労と学習を交互に繰り返すこと

コミュニティスクールとは

⇒学校運営や学校の課題に対して、広く保護者や地域住民の

　皆さんが参画できる仕組みのこと

▲かやの会　読み聞かせ
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は
い
ず
れ
消
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
早
急
に
人
口
減
少

対
策
を
施
す
必
要
が
あ
る
。

そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
町
全

体
の
生
き
る
力
を
育
ん
で
い

く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
昨
年

伺
っ
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

（
以
下
C
S
）
が
始
ま
り
、
年

少
人
口
の
生
き
る
力
を
育
む

土
壌
は
出
来
上
が
り
つ
つ
あ

る
が
、
大
人
の
そ
れ
は
見
受

け
ら
れ
な
い
。
年
少
人
口
の

み
な
ら
ず
生
産
年
齢
人
口
及

び
老
年
人
口
に
対
す
る
生
き

る
力
を
育
む
施
策
は
。

　
　
　
町
長
　
長
野
原
町
の

　
　
　
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
、

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
町

民
の
活
力
、
或
い
は
す
べ
て
の

世
代
の
生
き
る
力
を
育
む
こ

味
が
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
何

か
物
事
を
教
え
る
た
め
に
は
、

現
在
進
行
形
で
、
大
人
が
多

く
の
こ
と
を
学
び
、
そ
し
て

何
か
に
挑
戦
す
る
姿
を
見
せ

る
の
が
一
番
。
有
名
大
学
を
は

じ
め
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
C
S
は
子
供

　
　
　
た
ち
の
生
き
る
力
を

育
む
も
の
だ
け
で
は
な
い
。

C
S
に
参
加
す
る
こ
と
で
生

き
る
力
を
見
出
す
大
人
達
も

い
る
と
思
う
。
教
育
と
、
Ｄ
Ｘ

そ
し
て
脱
炭
素
の
3
つ
に
挑

戦
す
る
こ
と
で
、
必
ず
多
く

の
町
民
が
生
き
る
力
を
見
出

せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
信

じ
て
い
る
。 

　
　
　
大
人
が
夢
や
目
標
を

　
　
　
持
っ
て
、
日
々
精
進

し
て
い
る
姿
を
見
せ
る
こ
と

が
町
全
体
の
生
き
る
力
を
育

む
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

子
供
た
ち
に
指
導
・
教
育
す

る
我
々
大
人
が
、
受
け
身
に

な
ら
ず
に
、
変
化
を
前
向
き

に
と
ら
え
て
、
新
し
い
未
来

を
構
想
し
、
実
現
し
て
い
く

よ
う
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、

活
路
を
見
出
し
、
自
分
の
こ

と
を
信
じ
て
前
に
進
ん
で
い

け
る
力
が
「
生
き
る
力
」
。
そ

れ
を
育
む
素
地
は
教
育
に
あ

る
。

　
人
口
減
少
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
は
大
人
の
学
び
直
し
に
あ

る
と
思
う
。

　
　
　
町
長
　
大
人
が
、
受

　
　
　
け
身
で
は
な
く
て
変

化
を
前
向
き
に
と
ら
え
て
行

動
し
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｘ

の
考
え
が
大
き
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
に
関
し
て
、
簡

単
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
を
行
政
が
用
意
を
し
て
い

く
こ
と
は
、
非
常
に
大
切
だ

と
思
う
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
を
町
全
体
で
醸
成
し
て
い

き
た
い
。

　
３
つ
の
未
来
へ
の
挑
戦
を

今
後
活
か
し
て
い
け
ば
生
き

る
力
は
育
ま
れ
て
い
く
と
思

う
。

問う考えを町の町の町の

一般質問

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

あなたも議会を傍聴しませんかあなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

９月次
回
定
例
会

 5 日（木）
１2日（木）
１9日（木）

　議会定例・臨時会の様子はどなたでも傍

聴することができます。

　傍聴される方は、議会開催日に直接議場

までお越しください。受付簿に氏名など必

要事項を記入の上、傍聴してください。予

約は不要で会議中の入退室も自由です。

１１　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０

一
般
質
問
と
は
。

 

議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行

機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行

状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ

す
こ
と
。
報
告
や
説
明
を
求

め
る
こ
と
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
５
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
人
口
減
少
対

策
や
消
防
団
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
え

を
要
約
し
た
内
容
（
11
㌻
か

ら
15
㌻
）
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

（11㌻）

（12㌻）

（13㌻）

（14㌻）

（15㌻）

杉崎　能久　議員

星河　明彦　議員

牧山　　明　議員

浅沼　克行　議員

湯本　宗一　議員

すぎざき

　　　　　　　

ほしかわ

　　　

まきやま

　　　　

あさぬま

ゆもと

よしひさ

　　　　　　　

あきひこ

　　　

　　あきら

　　　　

かつゆき

そういち

・人口減少対策のポイントについて

・長野原町の未来のために

　伝統行事の保護・継承及び自然環境の保護について

・消防団員の人員確保と消防団の今後の

　あり方について

・町の小規模事業者の経営と商工会活動に

　支援強化を

・各種予防接種費用の支払い手続き

　簡素化について

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

人口減少対策のポイント
　　　　　　　　について

「
生
き
る
力
を
育
む
」町
を

町
民
の
皆
様
と
共
に
創
っ
て
い
く

杉崎　能久　議員
すぎざき よしひさよしひさ

リカレント教育とは

⇒学校教育から離れた後も生涯にわたって学び続け、必要に

　応じて就労と学習を交互に繰り返すこと

コミュニティスクールとは

⇒学校運営や学校の課題に対して、広く保護者や地域住民の

　皆さんが参画できる仕組みのこと

▲かやの会　読み聞かせ



住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
や
コ

ロ
ナ
禍
で
や
っ
た
、
つ
な
ぐ
つ

な
が
る
商
品
券
な
ど
で
あ

る
。
町
が
支
出
す
る
お
金
が

地
域
の
中
で
循
環
す
る
こ
と

が
地
域
活
性
化
の
第
一
歩
だ

と
考
え
る
。
た
ま
た
ま
国
か

ら
交
付
金
が
あ
っ
た
か
ら

や
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
弱

い
。
基
金
を
取
り
崩
し
て
で

も
一
定
額
は
継
続
し
て
や
る

べ
き
だ
。

　
　
　
町
長
　
商
工
会
が
県

　
　
　
か
ら
来
る
人
件
費
だ

け
で
は
な
く
独
自
で
核
と
な

る
人
が
育
つ
ま
で
人
一
人
雇

え
る
補
助
を
来
年
か
ら
議
会

の
議
決
を
得
て
出
し
た
い
。

小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
も

繋
が
る
と
考
え
る
。
商
品
券

だ
が
、
こ
の
時
期
に
国
が
電

気
の
補
助
金
を
切
っ
て
し
ま

う
の
で
、
物
価
高
騰
の
た
め

の
町
民
全
員
に
支
援
を
す
る

と
い
う
考
え
方
は
あ
っ
て
も

い
い
と
思
う
。
財
政
も
考
慮

し
な
が
ら
慎
重
に
す
べ
き
。

　
　
　
長
野
原
町
は
町
債
残

　
　
　
高
も
あ
る
が
基
金
も

た
く
さ
ん
あ
る
。
町
債
の
６

割
ぐ
ら
い
交
付
税
措
置
さ

れ
、
ダ
ム
交
付
金
も
満
額
来

る
。
今
だ
か
ら
で
き
る
。
今
だ

か
ら
必
要
だ
と
い
う
施
策
は

絶
対
に
あ
る
。
町
民
に
対
す

る
経
済
対
策
、
小
規
模
事
業

者
に
対
す
る
経
済
的
支
援
。

直
接
お
金
を
出
す
だ
け
で
な

く
十
分
に
仕
事
が
あ
る
よ
う

に
仕
事
を
作
っ
て
行
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
や
れ
ば
で
き

　
　
　
る
財
政
状
態
で
は
あ

る
。
た
だ
商
品
券
を
配
る
こ

と
が
本
当
の
意
味
で
生
き
る

力
を
育
む
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
と
思
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
け
で
な
く
食
料
な
ど
も
軒

並
み
上
が
っ
て
い
る
の
で
町

民
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て

い
け
る
か
と
い
う
観
点
で
考

え
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。
一
点

だ
け
申
し
上
げ
た
い
の
は
、

１０
年
前
と
比
べ
財
政
状
態
が

劇
的
に
改
善
し
た
の
は
、
役

場
職
員
の
総
力
の
賜
物
だ
と

い
う
こ
と
を
付
け
加
え
た

い
。

と
協
力
し
て
経
産
省
の
伴
走

型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進

事
業
の
専
門
家
派
遣
事
業
を

活
用
し
、
経
営
計
画
作
成
、

新
た
な
顧
客
獲
得
、
受
注
機

会
の
増
大
を
図
る
た
め
の
看

板
デ
ザ
イ
ン
考
案
な
ど
提
案

指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
小

規
模
事
業
者
は
地
域
の
需
要

に
応
え
雇
用
を
担
う
町
に

と
っ
て
重
要
な
存
在
。
小
規

模
事
業
者
と
身
近
な
存
在
の

商
工
会
は
地
域
に
根
ざ
し
た

経
営
指
導
が
で
き
る
。
町
は

引
き
続
き
連
携
し
な
が
ら
支

援
し
て
い
く
。

　
　
　
ダ
ム
が
で
き
上
が
っ

　
　
　
て
本
来
の
自
治
体
と

し
て
の
産
業
振
興
策
が
き
ち

ん
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
に
入
っ
て
い
る
。
具
体

的
な
支
援
と
し
て
、
町
民
の

福
祉
向
上
に
も
繋
が
る
事
業

が
産
業
の
経
済
対
策
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
幾
つ
も
あ
る
。

生
き
て
い
る
我
々
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
る
。
支
援
方
法

を
議
論
し
、
行
政
が
支
援
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
②
自
然
保
護
条
例
は
、
都

市
計
画
法
や
建
築
基
準
法
な

ど
の
兼
ね
合
い
で
非
常
に
難

し
い
。
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

条
例
」
等
で
自
然
を
守
る
、

伝
統
文
化
・
芸
能
を
守
る
な

ど
が
良
い
か
と
思
う
。

　
　
　
文
化
財
の
保
護
も
自

　
　
　
然
環
境
の
保
護
も
社

会
総
が
か
り
で
取
組
む
仕
組

み
作
り
を
行
政
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
行
っ
て
頂

き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
伝
統
文
化
・

　
　
　
行
事
に
関
し
て
、
外

部
の
方
を
受
入
れ
る
事
に
は

反
対
の
意
見
も
あ
る
と
思
う

が
行
っ
て
い
き
た
い
。
外
部
の

人
を
呼
ぶ
、
行
政
が
お
金
を

出
す
と
言
っ
て
も
主
体
と
な

る
人
が
必
要
。
伝
統
文
化
の

あ
り
方
、
支
援
の
仕
方
に
つ

い
て
は
、
議
員
の
皆
さ
ん
と

協
議
し
進
め
て
行
き
た
い
。

携
を
図
り
、
維
持
保
全
に
努

め
て
行
く
。

　
　
　
①
伝
統
文
化
の
継
承

　
　
　
「
財
政
支
援
と
助
成

金
制
度
の
拡
充
」
を
。
祭
り

や
神
楽
の
運
営
費
、
道
具
の

更
新
費
用
な
ど
現
状
の
活
動

費
で
は
全
く
足
り
な
い
。

「
現
状
の
枠
組
み
を
変
え
た

後
継
者
の
確
保
」
賛
否
両
論

あ
る
と
思
う
が
、
伝
統
文
化

に
興
味
の
あ
る
人
を
募
集

し
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
取

組
む
な
ど
の
仕
組
み
が
必

要
。

　
②
自
然
環
境
の
保
護
、
具

体
的
に
は
１
０
０
年
続
く
ホ

タ
ル
自
生
地
に
管
理
用
道
路

が
建
設
さ
れ
る
、
従
前
よ
り

決
定
し
て
い
た
事
業
で
は
あ

る
が
、
非
常
に
残
念
。
町
内

全
体
を
調
査
し
、
保
全
地
区

や
保
護
す
べ
き
動
植
物
を
指

定
し
、
保
護
す
べ
き
。

　
　
　
町
長
　
①
伝
統
文
化

　
　
　
の
継
承
に
関
し
て
は

総
論
と
し
て
賛
成
。
伝
統
文

化
を
後
世
に
残
す
の
は
、
今

　
　
　
①
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息

　
　
　
に
よ
り
各
地
区
で
行

事
が
再
開
さ
れ
、
林
地
区
で

も
王
城
山
神
社
の
春
祭
り
で

神
楽
も
奉
納
さ
れ
た
。
町
内

に
は
川
原
湯
・
与
喜
屋
の
神

楽
や
長
野
原
・
羽
根
尾
の
獅

子
舞
な
ど
先
人
か
ら
引
継
い

だ
伝
統
芸
能
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
を
地
域
の
み
で
継
承
し

て
い
く
事
が
非
常
に
難
し

い
、
行
政
と
し
て
保
護
し
継

承
す
る
施
策
が
必
要
。

　
②
長
野
原
町
の
素
晴
ら
し

い
自
然
環
境
を
保
護
す
る
た
め

に
条
例
制
定
が
必
要
と
思
う
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
①
伝
統
的
な

　
　
　
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

賑
わ
い
と
活
気
が
戻
っ
て
き

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
十

分
な
練
習
が
で
き
ず
、
部
分

的
に
簡
略
化
す
る
な
ど
伝
統

文
化
の
継
承
の
難
し
さ
が
伺

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこあきひこ

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

町の小規模事業者の経営と
　　商工会活動に支援強化を
町の小規模事業者の経営と
　　商工会活動に支援強化を

長野原町の未来のために

伝統行事の保護・継承及び
　　自然環境の保護について

①
必
要
な
支
援
を
行
う

②
維
持
保
全
に
努
め
て
い
く

連
携
・
支
援
し
て
い
く

考えを問う町の

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０１３ １２

牧山　　明　議員
まきやま あきら

　
　
　
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
っ

　
　
　
て
、
人
の
移
動
も
活

発
に
な
り
、
観
光
地
に
も
、
国

内
、
海
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
長
野
原
町
の
小
規
模
事

業
者
の
経
営
は
依
然
と
し
て

厳
し
く
、
後
継
者
不
足
や
イ

ン
ボ
イ
ス
導
入
な
ど
か
ら
事

業
者
数
は
減
少
し
て
い
る
。

　
商
工
会
も
事
務
局
長
が
お

け
な
く
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
も
町
の
強
力
な
支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
小
規

模
事
業
者
と
商
工
会
に
対
す

る
支
援
の
具
体
的
方
針
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長
　
物
価
高
騰
や

　
　
　
人
手
不
足
、
ゼ
ロ
ゼ

ロ
融
資
返
済
の
本
格
化
か
ら

小
規
模
事
業
者
の
経
営
環
境

は
厳
し
い
。
商
工
会
で
は
町

え
る
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り

後
継
者
不
足
で
存
続
に
危
機

感
を
募
ら
せ
る
声
も
耳
に
し

て
い
る
。

　
当
町
で
は
文
化
財
保
護
の

観
点
か
ら
、
民
族
芸
能
継
承

団
体
へ
の
活
動
費
を
補
助

し
、
一
部
地
域
で
は
年
間
の
行

事
を
記
録
・
保
存
す
る
後
継

者
育
成
の
事
業
も
実
施
し

た
。
後
継
者
不
足
の
対
策
と

し
て
地
域
外
の
人
材
確
保
な

ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
継
承

団
体
を
は
じ
め
地
域
の
意
向

に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

引
き
続
き
行
政
と
し
て
必
要

な
支
援
を
行
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
②
自
然
環
境
の
保
護
に
関

す
る
現
状
は
、
景
観
条
例
及

び
開
発
事
業
等
の
適
正
化
に

関
す
る
条
例
の
も
と
対
応

し
、
第
５
次
総
合
計
画
及
び

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連

シビックプライドとは

⇒「地域への誇りと愛着」を表す言葉



住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
や
コ

ロ
ナ
禍
で
や
っ
た
、
つ
な
ぐ
つ

な
が
る
商
品
券
な
ど
で
あ

る
。
町
が
支
出
す
る
お
金
が

地
域
の
中
で
循
環
す
る
こ
と

が
地
域
活
性
化
の
第
一
歩
だ

と
考
え
る
。
た
ま
た
ま
国
か

ら
交
付
金
が
あ
っ
た
か
ら

や
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
弱

い
。
基
金
を
取
り
崩
し
て
で

も
一
定
額
は
継
続
し
て
や
る

べ
き
だ
。

　
　
　
町
長
　
商
工
会
が
県

　
　
　
か
ら
来
る
人
件
費
だ

け
で
は
な
く
独
自
で
核
と
な

る
人
が
育
つ
ま
で
人
一
人
雇

え
る
補
助
を
来
年
か
ら
議
会

の
議
決
を
得
て
出
し
た
い
。

小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
も

繋
が
る
と
考
え
る
。
商
品
券

だ
が
、
こ
の
時
期
に
国
が
電

気
の
補
助
金
を
切
っ
て
し
ま

う
の
で
、
物
価
高
騰
の
た
め

の
町
民
全
員
に
支
援
を
す
る

と
い
う
考
え
方
は
あ
っ
て
も

い
い
と
思
う
。
財
政
も
考
慮

し
な
が
ら
慎
重
に
す
べ
き
。

　
　
　
長
野
原
町
は
町
債
残

　
　
　
高
も
あ
る
が
基
金
も

た
く
さ
ん
あ
る
。
町
債
の
６

割
ぐ
ら
い
交
付
税
措
置
さ

れ
、
ダ
ム
交
付
金
も
満
額
来

る
。
今
だ
か
ら
で
き
る
。
今
だ

か
ら
必
要
だ
と
い
う
施
策
は

絶
対
に
あ
る
。
町
民
に
対
す

る
経
済
対
策
、
小
規
模
事
業

者
に
対
す
る
経
済
的
支
援
。

直
接
お
金
を
出
す
だ
け
で
な

く
十
分
に
仕
事
が
あ
る
よ
う

に
仕
事
を
作
っ
て
行
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
や
れ
ば
で
き

　
　
　
る
財
政
状
態
で
は
あ

る
。
た
だ
商
品
券
を
配
る
こ

と
が
本
当
の
意
味
で
生
き
る

力
を
育
む
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
と
思
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
け
で
な
く
食
料
な
ど
も
軒

並
み
上
が
っ
て
い
る
の
で
町

民
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て

い
け
る
か
と
い
う
観
点
で
考

え
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。
一
点

だ
け
申
し
上
げ
た
い
の
は
、

１０
年
前
と
比
べ
財
政
状
態
が

劇
的
に
改
善
し
た
の
は
、
役

場
職
員
の
総
力
の
賜
物
だ
と

い
う
こ
と
を
付
け
加
え
た

い
。

と
協
力
し
て
経
産
省
の
伴
走

型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進

事
業
の
専
門
家
派
遣
事
業
を

活
用
し
、
経
営
計
画
作
成
、

新
た
な
顧
客
獲
得
、
受
注
機

会
の
増
大
を
図
る
た
め
の
看

板
デ
ザ
イ
ン
考
案
な
ど
提
案

指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
小

規
模
事
業
者
は
地
域
の
需
要

に
応
え
雇
用
を
担
う
町
に

と
っ
て
重
要
な
存
在
。
小
規

模
事
業
者
と
身
近
な
存
在
の

商
工
会
は
地
域
に
根
ざ
し
た

経
営
指
導
が
で
き
る
。
町
は

引
き
続
き
連
携
し
な
が
ら
支

援
し
て
い
く
。

　
　
　
ダ
ム
が
で
き
上
が
っ

　
　
　
て
本
来
の
自
治
体
と

し
て
の
産
業
振
興
策
が
き
ち

ん
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
に
入
っ
て
い
る
。
具
体

的
な
支
援
と
し
て
、
町
民
の

福
祉
向
上
に
も
繋
が
る
事
業

が
産
業
の
経
済
対
策
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
幾
つ
も
あ
る
。

生
き
て
い
る
我
々
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
る
。
支
援
方
法

を
議
論
し
、
行
政
が
支
援
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
②
自
然
保
護
条
例
は
、
都

市
計
画
法
や
建
築
基
準
法
な

ど
の
兼
ね
合
い
で
非
常
に
難

し
い
。
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

条
例
」
等
で
自
然
を
守
る
、

伝
統
文
化
・
芸
能
を
守
る
な

ど
が
良
い
か
と
思
う
。

　
　
　
文
化
財
の
保
護
も
自

　
　
　
然
環
境
の
保
護
も
社

会
総
が
か
り
で
取
組
む
仕
組

み
作
り
を
行
政
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
行
っ
て
頂

き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
伝
統
文
化
・

　
　
　
行
事
に
関
し
て
、
外

部
の
方
を
受
入
れ
る
事
に
は

反
対
の
意
見
も
あ
る
と
思
う

が
行
っ
て
い
き
た
い
。
外
部
の

人
を
呼
ぶ
、
行
政
が
お
金
を

出
す
と
言
っ
て
も
主
体
と
な

る
人
が
必
要
。
伝
統
文
化
の

あ
り
方
、
支
援
の
仕
方
に
つ

い
て
は
、
議
員
の
皆
さ
ん
と

協
議
し
進
め
て
行
き
た
い
。

携
を
図
り
、
維
持
保
全
に
努

め
て
行
く
。

　
　
　
①
伝
統
文
化
の
継
承

　
　
　
「
財
政
支
援
と
助
成

金
制
度
の
拡
充
」
を
。
祭
り

や
神
楽
の
運
営
費
、
道
具
の

更
新
費
用
な
ど
現
状
の
活
動

費
で
は
全
く
足
り
な
い
。

「
現
状
の
枠
組
み
を
変
え
た

後
継
者
の
確
保
」
賛
否
両
論

あ
る
と
思
う
が
、
伝
統
文
化

に
興
味
の
あ
る
人
を
募
集

し
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
取

組
む
な
ど
の
仕
組
み
が
必

要
。

　
②
自
然
環
境
の
保
護
、
具

体
的
に
は
１
０
０
年
続
く
ホ

タ
ル
自
生
地
に
管
理
用
道
路

が
建
設
さ
れ
る
、
従
前
よ
り

決
定
し
て
い
た
事
業
で
は
あ

る
が
、
非
常
に
残
念
。
町
内

全
体
を
調
査
し
、
保
全
地
区

や
保
護
す
べ
き
動
植
物
を
指

定
し
、
保
護
す
べ
き
。

　
　
　
町
長
　
①
伝
統
文
化

　
　
　
の
継
承
に
関
し
て
は

総
論
と
し
て
賛
成
。
伝
統
文

化
を
後
世
に
残
す
の
は
、
今

　
　
　
①
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息

　
　
　
に
よ
り
各
地
区
で
行

事
が
再
開
さ
れ
、
林
地
区
で

も
王
城
山
神
社
の
春
祭
り
で

神
楽
も
奉
納
さ
れ
た
。
町
内

に
は
川
原
湯
・
与
喜
屋
の
神

楽
や
長
野
原
・
羽
根
尾
の
獅

子
舞
な
ど
先
人
か
ら
引
継
い

だ
伝
統
芸
能
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
を
地
域
の
み
で
継
承
し

て
い
く
事
が
非
常
に
難
し

い
、
行
政
と
し
て
保
護
し
継

承
す
る
施
策
が
必
要
。

　
②
長
野
原
町
の
素
晴
ら
し

い
自
然
環
境
を
保
護
す
る
た
め

に
条
例
制
定
が
必
要
と
思
う
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
①
伝
統
的
な

　
　
　
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

賑
わ
い
と
活
気
が
戻
っ
て
き

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
十

分
な
練
習
が
で
き
ず
、
部
分

的
に
簡
略
化
す
る
な
ど
伝
統

文
化
の
継
承
の
難
し
さ
が
伺
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コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
っ

　
　
　
て
、
人
の
移
動
も
活

発
に
な
り
、
観
光
地
に
も
、
国

内
、
海
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
長
野
原
町
の
小
規
模
事

業
者
の
経
営
は
依
然
と
し
て

厳
し
く
、
後
継
者
不
足
や
イ

ン
ボ
イ
ス
導
入
な
ど
か
ら
事

業
者
数
は
減
少
し
て
い
る
。

　
商
工
会
も
事
務
局
長
が
お

け
な
く
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
も
町
の
強
力
な
支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
小
規

模
事
業
者
と
商
工
会
に
対
す

る
支
援
の
具
体
的
方
針
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長
　
物
価
高
騰
や

　
　
　
人
手
不
足
、
ゼ
ロ
ゼ

ロ
融
資
返
済
の
本
格
化
か
ら

小
規
模
事
業
者
の
経
営
環
境

は
厳
し
い
。
商
工
会
で
は
町

え
る
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り

後
継
者
不
足
で
存
続
に
危
機

感
を
募
ら
せ
る
声
も
耳
に
し

て
い
る
。

　
当
町
で
は
文
化
財
保
護
の

観
点
か
ら
、
民
族
芸
能
継
承

団
体
へ
の
活
動
費
を
補
助

し
、
一
部
地
域
で
は
年
間
の
行

事
を
記
録
・
保
存
す
る
後
継

者
育
成
の
事
業
も
実
施
し

た
。
後
継
者
不
足
の
対
策
と

し
て
地
域
外
の
人
材
確
保
な

ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
継
承

団
体
を
は
じ
め
地
域
の
意
向

に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

引
き
続
き
行
政
と
し
て
必
要

な
支
援
を
行
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
②
自
然
環
境
の
保
護
に
関

す
る
現
状
は
、
景
観
条
例
及

び
開
発
事
業
等
の
適
正
化
に

関
す
る
条
例
の
も
と
対
応

し
、
第
５
次
総
合
計
画
及
び

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連

シビックプライドとは

⇒「地域への誇りと愛着」を表す言葉



の
予
防
接
種
は
任
意
接
種
に

該
当
す
る
た
め
、
償
還
払
い

の
対
応
と
な
る
。

　
償
還
払
い
対
応
で
あ
れ

ば
、
ど
こ
の
医
療
機
関
で
も

接
種
可
能
と
な
り
、
接
種
を

希
望
す
る
方
に
確
実
に
接
種

機
会
を
得
ら
れ
る
利
点
が
あ

る
。

　
今
後
と
も
各
種
予
防
接
種

の
費
用
助
成
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
拡
充

に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
町
民
の
方
か
ら
、「
各

　
　
　
種
予
防
接
種
の
支
払

い
手
続
き
が
一
回
で
済
め
ば

良
い
の
に
」
と
い
う
声
も
あ

る
。
改
め
て
伺
い
た
い
。
接

種
費
用
の
支
払
い
手
続
き
が

簡
素
化
と
な
る
よ
う
制
度
・

仕
組
み
を
変
え
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　
現
在
、
長
野
原
町
で

　
　
　
は
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
な
ど
の
予
防
接
種
費
用

の
支
払
い
は
、
一
旦
医
療
機

関
の
窓
口
で
支
払
い
、
改
め

て
役
場
窓
口
で
助
成
を
受
け

る
た
め
に
助
成
金
申
請
手
続

き
を
行
う
償
還
払
い
の
方
式

を
と
っ
て
い
る
。

　
接
種
費
用
の
支
払
い
手
続

き
を
医
療
機
関
の
窓
口
一
回

で
完
了
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　
　
町
長
　
当
町
で
は
、

　
　
　
各
種
予
防
接
種
費
用

の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
定

期
接
種
に
該
当
す
る
も
の

は
、
県
医
師
会
と
の
相
互
乗

り
入
れ
契
約
に
よ
り
、
県
内

の
医
療
機
関
で
は
、
助
成
額

を
差
し
引
い
た
金
額
で
接
種

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢

者
以
外
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
な
ど

　
　
　
町
長
　
予
防
接
種
に

　
　
　
は
、
定
期
接
種
と
任

意
接
種
の
２
種
類
が
あ
る
。

定
期
接
種
に
指
定
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
県
の
主
導
で
群

馬
県
全
域
の
医
療
機
関
、
医

師
会
を
通
し
て
の
契
約
で
あ

り
、
一
律
で
行
っ
て
い
る
た

め
病
院
窓
口
で
完
結
す
る
手

法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
関

し
て
は
、
現
在
は
、
希
望
者

に
お
け
る
任
意
接
種
に
該
当

す
る
た
め
償
還
払
い
と
な

る
。

　
助
成
金
申
請
手
続
き
が
困

難
で
あ
る
方
は
、
助
成
の
申

請
に
関
し
て
、
役
場
の
保
健

師
が
町
民
の
自
宅
ま
で
伺

う
。
と
い
う
よ
う
な
お
手
伝

い
が
で
き
る
と
思
う
。

　
　
　
改
め
て
、
町
民
の
皆

　
　
　
様
の
負
担
が
少
し
で

も
軽
く
な
る
よ
う
、
ま
た
、

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
検

討
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
町
長
　
助
成
金
と
い

　
　
　
う
の
は
、
償
還
払
い

と
い
う
の
が
大
原
則
で
あ

る
。

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
が
、

定
期
接
種
と
な
る
よ
う
、
国

や
県
に
対
し
て
、
声
を
上

げ
、
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

も
必
要
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
定
期
接
種
に
な
れ
ば
、

群
馬
県
が
県
内
全
域
の
病
院

と
契
約
し
、
県
内
一
律
の
補

助
と
な
り
、
病
院
で
予
防
接

種
費
用
の
支
払
い
が
完
結
す

る
こ
と
に
な
る
。

見
直
し
に
よ
る
人
員
不
足
解

消
の
対
策
を
行
い
ま
し
た

が
、
平
成
20
年
の
消
防
団
再

編
以
降
、
消
防
団
員
数
は
令

和
６
年
４
月
現
在
で
約
30
％

程
度
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
し
ま
し
て
も
消
防

団
長
、
各
分
団
長
、
そ
し
て

関
係
者
間
で
団
員
確
保
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
話
し
合

い
の
機
会
を
増
や
し
、
課
題

解
決
に
現
場
の
生
の
声
を
反

映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

 

時
代
に
合
っ
た
消
防
団
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

　
　
　
近
年
消
防
団
員
の
減

　
　
　
少
と
、
な
り
手
不
足

が
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て

は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
社
会
的
構
造
の
変

化
や
極
端
な
少
子
高
齢
化
と

い
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
地
域
防

災
、
そ
し
て
住
民
の
安
全
、

安
心
を
守
る
た
め
に
も
行
政

と
し
て
も
、
ま
っ
た
無
し
の

対
応
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
団

員
の
人
員
確
保
と
消
防
団
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ

う
か
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
全
国
の
消
防

　
　
　
団
員
数
は
昭
和
29
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お

り
、
県
内
で
も
９
年
連
続
で

減
少
し
て
お
り
ま
す
。
当
町

で
は
、
令
和
５
年
に
報
酬
の

捉
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と

共
に
、
町
民
の
自
主
防
災
意

識
、
自
主
防
災
行
動
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
　
　
消
防
団
は
災
害
か
ら

　
　
　
地
域
住
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
と
い
う
重
要
な

役
割
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
な
か
で
今
ま
で
以

上
に
消
防
団
の
地
位
向
上
と

い
っ
た
こ
と
も
町
と
し
て
進

め
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
共
に
消
防
団
に
対
す
る
Ｐ

Ｒ
活
動
、
啓
発
活
動
と
い
っ

た
こ
と
を
進
め
て
い
く
必
要

性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
　
　
町
長
　
防
災
は
一
朝

　
　
　
一
夕
に
な
し
得
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
町
民
が
町
や
消
防
に
任
せ

き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

町
民
一
人
一
人
が
主
体
と
な

り
、
町
や
議
会
や
企
業
も
力

を
合
わ
せ
て
長
野
原
町
の
総

力
を
も
っ
て
考
え
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　
防
災
に
強
い
町
と
は
、
災

害
が
起
き
た
と
き
に
主
体
的

に
向
き
合
え
る
町
で
あ
り
、

い
か
に
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
動
く
こ
と
が
で
き
る
か
。

そ
れ
を
行
政
が
い
か
に
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
今
後
、
我
々
は
も
ち

　
　
　
ろ
ん
で
す
が
、
町
と

し
て
も
で
き
る
限
り
消
防
団

員
の
な
り
手
不
足
を
解
消
す

る
た
め
努
力
を
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
こ
れ
か
ら
の

　
　
　
時
代
は
極
力
個
の

力
、
地
域
力
を
つ
け
て
い
く

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
団
員

の
負
担
を
減
ら
し
て
い
く
こ

と
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
町

の
宝
で
あ
り
、
長
野
原
町
消

防
団
は
町
の
誇
り
で
あ
る
と

い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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各種予防接種費用の支払い
　　　手続き簡素化について

町民の負担軽減のために

各種予防接種費用の支払い
　　　手続き簡素化について

消防団員の人員確保と
消防団の今後のあり方について

主
体
的
に
災
害
と

向
き
合
え
る
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と
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努
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い
く
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ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０１５ １４

湯本　宗一 　議員
ゆもと そういちそういち

▲ポンプ操法大会

相互乗り入れ契約とは

⇒群馬県内の医療機関で定期予防接種を受けられるようにするもの。

（ただし群馬県医師会と契約している医療機関に限る）
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あさぬま かつゆき

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

各種予防接種費用の支払い
　　　手続き簡素化について

町民の負担軽減のために

各種予防接種費用の支払い
　　　手続き簡素化について

消防団員の人員確保と
消防団の今後のあり方について

主
体
的
に
災
害
と

向
き
合
え
る
町
を
目
指
す

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

拡
充
に
努
め
て
い
く

考えを問う町の

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４０１５ １４

湯本　宗一 　議員
ゆもと そういちそういち

▲ポンプ操法大会

相互乗り入れ契約とは

⇒群馬県内の医療機関で定期予防接種を受けられるようにするもの。

（ただし群馬県医師会と契約している医療機関に限る）
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行

５月臨時会や６月定例会の内容をお伝えします

2024
JULY

７
No.140

2024
JULY

７
No.140

ＱＲコードから議会

だよりをダウンロー

ドできます

表紙：王城山神社春祭り神楽（林地区）

編
集
後
記

　町
民
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
す
か
。
去
る
６
月
、
定
例
議

会
が
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
行
政

報
告
３
件
、
発
議
４
件
、
議
案
10

件
、
決
算
認
定
２
件
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
地
球
上
で
は
紛

争
、
争
議
に
て
生
命
財
産
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
時
折
自
然

災
害
な
ど
予
期
で
き
な
い
事
象

が
発
生
、
事
件
事
故
も
多
く
感
じ

ま
す
。
自
治
体
で
も
町
長
を
先
頭

に
執
行
部
で
も
様
々
な
施
策
を

講
じ
て
お
り
ま
す
。
町
議
会
に
お

い
て
も
是
々
非
々
に
て
対
応
し

て
参
り
ま
す
由
、
何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　
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広報委員

谷川俊太郎プロジェクトコンサート

浅間山ジオパーク推進協議会第10回通常総会

浅間山北麓ジオパーク

第10回通常総会記念講演会

小口資金等融資審査会

長野原町議会全員協議会

令和６年５月第２回長野原町議会臨時会

長野原町ソフトテニスクラブ会長杯中学生大会

上信自動車道建設促進期成同盟会監事監査

長野原町老人クラブ連合会令和６年度総会

群馬県未来構想フォーラム

長野原町老人クラブ連合会ゲートボール大会

令和６年度　長野原町文化協会総会

吾妻郡町村議会議長会定例総会

吾妻郡町村議会議長会情報交換会

浅間ミーティングクラブ第87回ミーティング

令和６年度町村議会議長・副議長研修会

議会運営委員会

吾妻林業振興協会　監査

令和６年度長野原町手をつなぐ育成会総会

並びに意見交換会

令和６年度「国道146号軽井沢バイパス建設等

期成同盟会」総会

吾妻振興局懇談会

群馬県町村議会議長会理事会

群馬県町村議会議長会臨時総会

町村議会議長・事務局長研修会

あがつま農業協同組合第32回通常総代会

北軽井沢観光協会第53回通常総会

2日

7日

10日

12日

13日

14日

16日

19日

21日

22日

27日

28日

29日

30日

新議員勉強会

長野原町議会全員協議会

令和６年６月第２回長野原町議会定例会（初日）

吾妻郡租税教育推進協議会定期総会

令和６年６月第２回長野原町議会定例会(２日目)

長野原町シルバー人材センター通常総会

第２回北軽井沢連絡会議

関東町村議会議長会会長会議懇談会

吾妻郡消防ポンプ操法競技大会

西吾妻環境衛生施設組合議会第１回臨時会

第２回西吾妻福祉病院組合管理運営協議会

第１回西吾妻福祉病院組合議会臨時会

にしあがつま福祉会評議員会

吾妻広域町村圏振興整備組合議会第１回臨時会

吾妻郡林業振興協会総会

吾妻郡郷土緑化推進委員会通常総会

2日

4日

12日

14日

17日

19日

20日

23日

24日

25日

５月

６月

町民グラウンドゴルフ大会

リビングストン市からのホームステイ歓迎会

広報編集委員会

群馬県町村議会議長会理事会

群馬県町村議会議長会役員懇談会

第74回利根川治水同盟治水大会

◇＊◆＊◇＊◆＊◇＊◆＊◇　以下：予定　◇＊◆＊◇＊◆＊◇＊◆＊◇

11日

12日

26日

30日

７月

議会の主な活動
　議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

議会の主な活動
　議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

表紙の写真
５月５日に林地区で行われた王城山神社春祭り神楽の様子です。
（撮影：星河明彦議員）


